
徳
島
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
資
本
剰
余
金
の
取
崩
し
）

第
三
条
の
二

資
本
剰
余
金
に
整
理
す
べ
き
資
本
的
支
出
に
充
て
る
た
め
に
交
付
さ
れ
た
補
助
金
、
負
担
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
金
銭
又
は
物
件
（
以
下
「
補
助
金
等
」
と
い
う
。）

を
も
つ
て
取
得
し
た
資
産
で
、
当
該
資
産
の
取
得
に
要
し
た
価
額
か
ら
そ
の
取
得
の
た
め
に
充
て
た
補
助
金
等
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
（
物
件
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
適
正
な
見
積
価
額

を
い
う
。）
を
控
除
し
た
金
額
を
帳
簿
原
価
又
は
帳
簿
価
額
と
み
な
し
て
減
価
償
却
を
行
う
も
の
の
う
ち
、
減
価
償
却
を
行
わ
な
か
つ
た
部
分
に
相
当
す
る
も
の
が
滅
失
し
、
又
は
こ
れ

を
譲
渡
し
、
撤
去
し
、
若
し
く
は
廃
棄
し
た
場
合
に
お
い
て
、
損
失
を
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
資
本
剰
余
金
を
取
り
崩
し
て
当
該
損
失
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
。
以
下
「
算
定
方
法
」
と
い
う
。）
第
二
号
に
定
め
る
一
点
の
単
価
」
を
「
健
康
保
険
法
（
大

正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
七
十
六
条
第
二
項
及
び
第
八
十
六
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年

法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
高
齢
者
医
療
確
保
法
」
と
い
う
。）
第
七
十
一
条
第
一
項
及
び
第
七
十
六
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額
」

に
改
め
、「
あ
つ
て
は
、」
の
下
に
「
そ
の
額
に
」
を
加
え
、「
額
）
に
、
歯
科
診
療
の
場
合
に
あ
つ
て
は
算
定
方
法
別
表
第
二
、
歯
科
診
療
以
外
の
場
合
に
あ
つ
て
は
算
定
方
法
別
表
第
一

に
定
め
る
点
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
生
活
療
養
の
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省

告
示
第
九
十
九
号
）」
を
「
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
と
健
康
保
険
法
第
八
十
五
条
第
二
項
又
は
高
齢
者
医
療
確
保
法
第
七
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
」

に
改
め
、
同
項
各
号
中
「
算
定
方
法
第
二
号
に
定
め
る
一
点
の
単
価
に
」
及
び
「
を
乗
じ
て
得
た
額
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）」
を
削
り
、「
の

規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
療
養
に
該
当
す
る
」
を
「
又
は
高
齢
者
医
療
確
保
法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
四
号
の
選
定
療
養
（
次
号
に
お
い
て
「
選
定
療
養
」
と
い
う
。）
で

第
五
十
九
号

徳
島
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
三
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

初
校

第
五
十
九
号

徳
島
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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あ
る
」
に
改
め
、「
前
項
に
規
定
す
る
額
に
」
及
び
「
を
加
算
し
た
額
」
を
削
り
、
同
号
イ
中
「
二
千
五
百
円
」
を
「
三
千
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
中
第
八
号
を
第
十
号
と
し
、
第
七

号
を
第
九
号
と
し
、
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

生
命
保
険
等
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
者
が
当
該
業
務
に
関
し
医
師
に
面
談
す
る
場
合

一
回
に
つ
き
五
千
二
百
五
十
円
（
当
該
面
談
の
時
間
が
三
十
分
を
超
え
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
こ
の
額
に
そ
の
超
え
た
時
間
三
十
分
ご
と
に
五
千
二
百
五
十
円
を
加
算
し
て
得
た
額
）

第
十
条
第
二
項
第
五
号
中
「
四
千
円
」
を
「
五
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
前
項
に
規
定
す
る
額
に
、」
を
削
り
、「
六
千
円
」
を
「
六
千

三
百
円
」
に
改
め
、「
を
加
算
し
た
額
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
十
五
万
円
」
を
「
二
十
一
万
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
中
第
二

号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

選
定
療
養
で
あ
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
計
算
し
た
入
院
期
間
が
百
八
十
日
を
超
え
た
日
以
後
の
入
院
及
び
そ
の
療
養
に
伴
う
世
話
そ
の
他
の
看
護
を
受
け
る
場
合

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
相
当
す
る
額

別
表
徳
島
県
立
中
央
病
院
の
項
中
「
循
環
器
内
科
」
を
「
循
環
器
内
科

神
経
内
科

血
液
内
科

糖
尿
病
・
代
謝
内
科
」
に
改
め
、「
歯
科
」
を
削
り
、「
四
三
○
床

一
○
床

六
○
床

五
○
○
床

」
を
「

三
九
○
床

五
床

六
○
床

五
床

四
六
○
床

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
十

条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
同
条
第
二
項
第
一
号
の
改
正
規
定
（「（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）」
を
削
る
部
分
に
限
る
。）
は
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
、
同
項
の
改
正
規
定
（
同

号
の
改
正
規
定
（「（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）」
を
削
る
部
分
に
限
る
。）
及
び
同
号
イ
の
改
正
規
定
並
び
に
同
項
第
四
号
の
改
正
規
定
（「
六
千
円
」
を
「
六
千
三
百
円
」
に
改
め

る
部
分
に
限
る
。）
を
除
く
。）
は
同
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
第
十
条
第
二
項
第
四
号
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
一
日
以
後
に
完
了
し
た
分
べ
ん
の
介
助
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
完
了
し
た
分
べ
ん
の
介
助
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

提
案
理
由

徳
島
県
立
中
央
病
院
の
改
築
に
伴
い
、
当
該
病
院
の
診
療
科
目
及
び
病
床
数
の
変
更
等
を
行
う
と
と
も
に
、
他
の
医
療
機
関
と
の
均
衡
を
考
慮
し
、
使
用
料
及
び
手
数
料
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
行
う
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

再
校

１６０

平
成
24年

2月
議
案


